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【色目】裏梅 ＜表：紅梅 裏：紅＞ 
 

No.2 の色目「梅」は、白梅の花を裏から見た花びらと萼

の配色のようだったが、

No.3 のこの「裏梅」は、

紅梅のそれだろうか。 

花材は、紅梅色として紫

がかったピンク系のスプレ

ー菊、紅色として艶やかな

赤のアンスリュームを使用。 

 

南洋系アンスリュームの日本上陸は、ずっとずっと後代のこ

と。昔の日本に、こんな光沢のあるビビッドな色合いで、形状

も質感もプラスチックのように人工的な（もちろん、昔はプラ

スチックというモノも概念もなかったが）花が存在していれば、

日本の文化も日本人の美意識も、随分と違ったものが醸成されていただろう。 

 

 

 

  
 

【色目】紅梅匂 ＜表：紅梅 裏：淡紅梅＞ 
 

和装の配色上で｢匂｣というのは、同系色の濃色から淡色

へ、あるいは淡色から濃色へ変

化させることらしい。“重色目”

の｢紅梅匂｣は、標記のように

「表を濃く、裏を淡く」であり、

逆もありかも。“襲色目”のそ

れも、順に淡くなったり、順に

濃くなったりするのだろう。 

 

 花材はグラデーションカラーのアンスリューム。アンスリュー

ムの花びらのようなものは「仏炎苞（ぶつえんほう）」という苞（莟

を包む葉）であり、花の本体は「肉穂花序（にくすいかじょ）」と

いう棒状のもの。このアンスリュームは、仏炎苞も肉穂花序も、

紅梅匂状態ということで採用（笑）。ちなみに、肉穂花序は、最初は艶々として硬いが、時間

が経つと花粉状のものがこびりついてくる。開花した、ということなのだろう。 

作品では赤いアンスリュームも使用。立ち昇る枝モノは石化柳、垂れる緑葉は源平葛の葉。 
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かさねの色目の花あそび No.3 

羽生 

かさねの色目の花あそび No.4 
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